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要約
本研究は，投球速度と筋量の関係について検討を行うことを目的とした。
被検者は，健康な大学野球選手91名であった。投球速度の測定には，スピードガンを用いた。体脂肪量，除脂肪体
重及び筋量の測定には，生体電気インピーダンス方式の筋量測定装置を使用した。
投球速度と統計的に有意な正の相関関係が認められた項目は，除脂肪体重及び筋量（全身の筋量，体幹，利き腕上腕
及び前腕，大腿及び下肢）であった。これらのことから，本研究で対象とした被検者において，除脂肪体重及び筋量は，
投球の速度を決定する要因の一つと考えられた。また，上腕，大腿など近位部の筋量を向上をさせることによって，投
球速度を改善できる可能性が示唆された。

第Ⅰ章 緒言

⚑．研究の背景及び意義
これまで野球選手を対象として投球速度と除脂肪体重
の関係についていくつかの検討が行われている。角田ら
（2002）は，大学野球選手を対象とした投球速度と除脂肪
体重に有意な相関関係がないことを報告している。一
方，勝亦ら（2006）は，投球技術の高い投手において，投
球速度と除脂肪体重及び筋量に有意な相関関係が認めら
れたと報告している。
筋量や除脂肪体重が多いことは，大きな力発揮を伴う
動作を行う際に重要である4)。例えば，スプリンターに
おいて除脂肪体重が多いほど 100m のタイムが速いと
いう報告8)がある。同様に，野球の投球は，大きな力発
揮によって行われているため，除脂肪体重及び筋量が多
いことは，速いボールを投げるために重要な要素と考え
られる。しかし，野球選手を対象に投球速度と除脂肪体
重の関係について検討した研究は少なく，これらについ
て再検討の必要があると思われる。さらに，各筋量と投
球速度の関係について検討した研究は勝亦ら（2006）の
研究しか見当たらない。
このように，除脂肪体重と投球速度の関係については
検討されているものの，そのことについて検討した例は
少ない。また，各筋量と投球速度の関係に関して検討し
た例は少ない。これらの関係を検討することは，投球速
度を高めるためのトレーニング方法の確立及び速いボー
ルを投げる者がどういった身体形態を有しているかを知
る上で重要である。

⚒．研究目的
本研究は，大学野球選手を対象とし，筋量と投球速度
の関係について検討を行うことを目的とした。

第Ⅱ章 研究方法

⚑．被検者
被検者は，18 歳以上の健康な男性 91 名とした。
Table 1に被検者の年齢及び身体的特性を平均値及び標
準偏差で示した。
全ての被検者には，事前に本研究の目的，方法及び実
験に伴う危険性について十分に説明を行い，任意による
実験参加の同意を得た。
本研究での被検者は全て右投げの選手のみで実施し
た。被検者における利き腕をDominant：D，非利き腕
をNo Dominant：ND，右投手の右脚をPivot Leg：PL，
右投手の左脚をStride Leg：SL とする。

Table 1. Age and physical characteristics of subjects.

n Age
(yrs)

Body Height
(cm)

Body Weight
(kg)

FFM
(kg)

91 18.7±0.8 174.7±6.1 74.2±7.9 61.7±5.8
Values are means±S.D.

⚒．形態計測
形態計測の項目は，身長，体重，体脂肪率及び筋肉量
とした。身長は，アナログ身長計を用いて 0.1 cm 単位
まで計測した。体重及び体脂肪率，筋肉量はマルチ周波
数体組成計（TANITA Body Composition Analyzar，
In Body370，TANITA社製）を用いてインピーダンス
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法により測定した（Fig. 1）。BI 法を用い四肢の筋量を
推定する方法に関しては，Miyatani ら（2001）によって
妥当性が確認されている。

Fig. 1. TANITA Body Composition Analyzar (In Body370,
TANITA).

⚓．投球速度の測定
被検者には十分なウォーミングアップを行わせた後，
セットポジションの姿勢から 18m 先にいる捕手に向
かって全力での投球を行わせた。使用したボールは，硬
式野球の公認球（145 g）であった。投球速度の測定には，
ドップラー方式のスピードガン（SPEEDSTER-V，
Bushell 社製）を用いた（Fig. 2）。スピードガンの設置
場所は，測定誤差の少ない捕手の真後ろ6)とし，照準を
被検者のボールリリース位置に向けて測定を行った。投
球数は⚕球とし，速度の速かった⚓球の平均値を個人の
投球速度とした。投球間の休息は被検者に任せた（Fig.
3）。

Fig. 2. Speed gun (SPEEDSTER-V, Bushnell).

Fig. 3. Measurement scenery.

⚔．統計処理
投球速度と筋量との関係については，ピアソンの相関
関係を用いた。危険率⚕％未満をもって統計的に有意と

した。

第Ⅲ章 研究結果

⚑．各被検者における投球速度及び変動係数
Table 2 は，投球速度及び各被検者の⚕球の変動係数

（標準偏差/平均値×100）について示したものである。
変動係数の平均値は5.29％，最大値は5.71％，最小値は
5.13％であった。

Table 2. Pitching speed and coefficient of variation of the
subject.

Mean Max Min
Pitching speed (m/s) 32.9 33.7 32.1
Coefficient of variation (%) 5.29 5.71 5.13

⚒．各被検者における筋形態及び筋量の値
Table 3 は，各被検者における筋形態及び筋量の値に
ついて示したものである。

Table 3. Muscle morphology and muscle mass values.
Mean± SD

Fat free mass (kg) 61.7 ± 5.8
Muscle mass (kg) 35.2 ± 3.5
Trunk muscle mass (kg) 26.9 ± 2.3
Upper arm and forearm muscle mass (kg) D 3.44 ± 0.4

ND 3.38 ± 0.4
Thigh and lower leg muscle mass (kg) PL 9.81 ± 1.0

SL 9.80 ± 1.0

⚓．各被検者における投球速度と体格及び筋形態との関
係
Table 4 は，各被検者における投球速度と体格及び筋
形態との関係について示したものである。投球速度と統
計的に有意な正の相関関係が認められた項目は，身長
（r＝0.34，p＜0.05），除脂肪体重（r＝0.222，p＜0.05），
筋肉量（r＝0.214，p＜0.05），体幹筋量（r＝0.223，p＜
0.05），上腕及び前腕D筋量（r＝0.21，p＜0.05），大腿
及び下腿筋量（PL：r＝0.281，SL：r＝0.259，p＜0.05）
であった。一方，投球速度と体重，体脂肪量及びNDの
上腕及び前腕筋量との間に統計的に有意な相関関係はみ
られなかった。
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Table 4. Relationship between pitching speed and
physique and muscle morphology.

Correlation
coefficient P-value

Height 0.34 ＊

Body weight 0.173 N.S
Body fat mass 0.034 N.S
Fat free mass 0.222 ＊

Muscle mass 0.214 ＊

Trunk muscle mass 0.223 ＊

Upper arm and forearm muscle mass D 0.21 ＊

ND 0.188 N.S
Thigh and lower leg muscle mass PL 0.281 ＊

SL 0.259 ＊

＊: p＜0.05

第Ⅳ章 論議

本研究は，大学野球選手における投球速度と筋量の関
係について検討を行うことを目的とした。

本研究において，投球速度と除脂肪体重及び筋量との
間に有意な正の相関関係が認められた。勝亦ら（2006）
は，投球技術の高い被検者において，除脂肪体重及び筋
量は，投球速度を決定する要因の一つと考えられると報
告している。この他にも，ハンドボール投げにおいても
除脂肪体重と投球速度に有意な相関関係があるという報
告3)がある。勝亦ら（2006）の研究における被検者は投
手，Ettema ら（2004）の研究における被検者はハンド
ボール選手，そして本研究における被検者は野手及び投
手と被検者が一致はしないものの，投球速度と除脂肪体
重との間に有意な相関関係が認められた。つまり，本研
究の結果から除脂肪体重及び筋量は，投球の速度を決定
する要因の一つであることが示され，先行研究を支持す
る結果となった。
一方，角田ら（2002）は，大学野球選手において投球速
度と除脂肪体重の間には統計的な有意な相関関係が示さ
れなかったことを報告している。角田ら（2002）の研究
と結果が異なったことは，対象とした被検者にあること
が考えられる。角田ら（2002）の被検者は，投手のみで
はなく，野手も含んでいた点では本研究と同様であった。
そこで考えられる要因としては被検者における技術レベ
ルの違いである。本研究で対象とした被検者の中には高
校時代に投手を経験した者も多かった。そのために野手
のみの経験者と比べて投球をスムーズに行うことが出来
る技術レベルがあったと考えられる。また，長谷川
（2006）は，投球速度の高い野球選手は投球速度が低い野
球選手に比べ，除脂肪体重及び筋量が有意に高い値を示
したと報告している。このように先行研究においても投

球速度の高い野球選手の特徴として除脂肪体重が大きい
ことが指摘されており7) 9)，同様の知見が得られたもの
と考えられる。さらに，投手だけでなく野手においても
除脂肪体重及び筋量は，投球の速度を決定する要因の一
つである可能性が示された。
しかし，野球選手を対象に投球速度と除脂肪体重の関
係について検討した研究は少なく，確立したエビデンス
はない。さらに，投手と野手は，身体特性及び筋力に差
異があるという報告1)はあるものの，投球速度と筋量の
関係における投手と野手の差異について検討した研究は
行われておらず，その点に関してより詳細な検討が必要
であろう。

第Ⅴ章 総括

本研究は，大学野球選手における投球速度と筋量の関
係について検討を行うことを目的とした。その結果，以
下の知見が得られた。

・本研究で対象とした被検者において，除脂肪体重及び
筋量は，投球の速度を決定する要因の一つと考えられ
た。

このことは，投球速度を高めるためのトレーニング方
法の確立及び速いボールを投げる者がどういった身体形
態を有しているかを知る上で重要な知見と考えられる。
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Relationship between pitching speed and muscle mass
in baseball players.

SHINOHARA Ryousuke

Abstract
The purpose of this study was to examine the relationship between pitching speed and muscle mass.
The subjects were 91 healthy college baseball players. A speed gun was used to measure the pitching speed. A

bioelectrical impedance type muscle mass measuring device was used to measure body fat mass, lean body mass
and muscle mass.
Items that showed a statistically significant positive correlation with pitching speed were lean body mass and

muscle mass (whole body muscle mass, trunk, dominant arm upper arm and forearm, thigh and lower limbs). From
these facts, lean body mass and muscle mass were considered to be one of the factors that determine the speed of
pitching in the subjects targeted in this study. In addition, it was suggested that the pitching speed could be
improved by improving the muscle mass in the proximal part such as the upper arm and the thigh.
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